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再
選
就
任
の
御
挨

拶
と
施
政
方
針

三
隅
町
長

稲
田
正
治

不
肯
前
一
期
間
皆
橡
の
心
か
ら

な
る
御
支
援
を
耨
ま
し
て
宰
に
大

過
な
く
任
期
を
終
り
ま
し
た
こ
と
．

を
衷
心
感
謝
致
し
て
い
ま
す
．

顧
み
ま
す
る
に
此
の
四
年
間
に

は
町
村
合
併
の
問
題
．
十
五
号
台

風
に
依
る
大
災
害
等
実
に
嘗
て
な

い
重
大
問
題
に
逢
着
致
し
ま
し
て

眞
に
多
難
な
Ｉ
箟
閧
で
あ
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
が
．
私
は
責
任
者
と

し
て
町
民
の
皆
様
Ｃ
福
祉
と
町
の

発
展
と
を
眼
目
と
し
て
私
の
所
信

を
固
め
る
と
共
に
瞋
窟
に
町
民
の

声
が
如
何
に
あ
る
か
を
洞
察
致
ｔ

ま
し
て
、
町
議
会
Ｃ
皆
様
力
と
共

に
之
が
打
Ｒ
鐓
諷
に
全
力
を
致
し

た
玖
第
で
あ
り
ま
す
．

而

し
て
此

の
一
期
間
に
起
り

ま

し
た
町
村
合
併
問
題
を
契
機
と
ｔ

て
悌
肓
髟

Ｌ
ま
し
た
本
町
建
設
計

画
ｃ
実
現
と
、
か
つ
て
な
い
大
被

害
を
受
け
ま
し
た
災
害
の
復
旧
冫

に
引

鉄
き
私

の
微
力
を
捧
げ
た
い

！

念
昨
致
し
ま

し
て
と
才
不
敏
を

４

瞋
み

ず
Ⅲ
‥び

立
候
補
致
し
ま
Ｌ

た
処
牢
に
無
投
票
ｒ
で
当
選
す
る

の
光
栄
に
蹈
廴
眞
に
感
豚
叭｛
極
み

で
あ
り
ま
す
。

茲
に
私

は
再

濃
就
任

に
挌
り
。

其
の
職
質

の
窟
大

で
あ
る
こ
と

を
痛
感
糾
ｔ

ま
１

と
共

に
、
此
の

多
飮

侈
酣
で
あ
る
こ
と

が
予
想

さ

れ
る
本
町

の
行
政
四
年
間

を
至
誠

一
貫
渾
身
の
峪
力
を
捧
げ
て
沙
み

拔
か

ん
こ
と
を
決
意
致
し
、
皆
様

ｃ

藹
か
き

御
支
援
を
念
願

し
て
止

ま
な
い
も
の
で
あ

’り
ま
す
。

施
政
の
根
本
理
念

本
町
行
政
に
佩
つ
て
私
の
念
願

と
致
し
ま
す
こ
と
の
第
一
は
、
何

処
ま
で
も
本
町
伝
統
の
一
円
融
和

の
精
神
に
立
脚
し
て
、
町
民
の
福

祉
増
鯲
と
町
將
來
の
発
展
の
基
盤

に
培
５
平
和
な
而
も
力
強
い
町
逶

り
を
致
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
先
づ
第
一
に
お
互
が

正
し
い
愛
国
心
に
沛
る
郷
土
愛
に

立
气

国
政
及
び
県
政
の
動
向
を

洞
察
し
て
其
の
運
営
に
挌
る
と
共

に
町
民
の
要
請
を
渭
か
す
政
治
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の

で
あ
り
ま
す
。

此
の
根
本
理
念
を
逸
吮
せ
ざ
る

限
り
、
議
会
に
於
け
る
烈
し
い
討

論
も
各
種
協
議
会
に
於
け
る
討
議

も
決
し
て
一
円
融
和
を
破
る
」も
の

で
は
な
い
と
確
信
致
し
ま
す
。

私
は
町
村
自
治
体
の
政
治
が
過

去
の
国
会
の
斗
争
句
如
く
、
当
局

に
反
対
の
為
の
反
対
を
敢
て
し
政

治
の
混
乱
を
以
て
喜
び
と
す
る
が

如
き
も
の
を
以
て
活
気
に
満
ち
た

政
治
と
考
え
、
議
会
に
於
て
瞋
重

討
議
検
討
叺
上
ヽ

一
旦
議
決
さ
れ

た
駆
柄
に
関
し
て
は
議
会
が
大
い

に
執
行
部
に
協
力
し
て
円
満
且
つ

張
力
に
事
を
処
す
る
こ
と
を
以
て

妥
協
墮
落
の
政
治
と
考
え
る
如
き

は
自
治
行
政
の
在
り
方
を
瞑
れ
る

も
甚
だ
し
き
も
の
で
あ
り
、
町
民

の
宰
福
を
奪
い
去
る
政
泊
で
あ
る

と
確
信
し
本
町
の
行
政
は
何
処
ｉ

で
も
「
眞
鱚
に
論
じ
円
満
に
実
行

す
る
」
政
治
で
あ
り
た
い
と
凪
５

Ｊ一
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
念
願
の
第
二
は
前
か
ら
私

の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
居
ま
す
所
の

公
正
明
朗
な
行
政
、
即
ち
正
し
く

明
る
い
ざ
フ
ス
張
り
の
政
治
を
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
私
は
役
場

内
の
吏
員
一
同
に
対
し
常
に
「
正

し
く
明
る
く
親
切
で
迅
速
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
処
務
す
る
こ
と

を
要
請
し
て
い
ま
す
。

叉
地
方
自
治
法
に
依
っ
て
定
め
て

い
る
監
査
委
員
制
度
を
充
分
に
恬

か
す
こ
と
に
心
掛
け
、
収
人
役
会

計
を
始
め
事
務
万
般
に
亘
り
充
分

に
監
査
委
員
の
御
骨
折
を
願
い
、

各
種
各
様
の
面
か
ら
検
討
さ
れ
て

公
明
で
あ
り
正
確
で
あ
る
こ
と
の

認
証
を
得
べ
く
最
善
の
努
力
を
眥

す
考
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
施
政
の
重
点

一
、
災
害
復
旧

の
促
進

”

本
年
度
本
町
行
政
の
第
一
重
点

は
何
と
言
っ
て
も
災
害
復
旧
の
促

遨
で
あ
り
ま
す
．
昨
年
度
工
事
は

諸
種
の
事
情
に
依
り
二
月
若
く
け

三
月
よ
り
漸
く
着
工
の
運
び
と
な

り
、
現
在
工
事
中
応
」丶
の
か
土
木

耕
咄
を
合
し
九
寸
数
か
所
で
工
事

総
額
四
Ｒ
七
六
万
四
〇
〇
〇
圓
で

あ
り
ま
す
．
そ
の
外
に
三
隅
本
流

護
岸
．
二
条
窪
川
、
汢
並
川
、
杉

山
川
護
岸
　
国
道
県
道
復
旧
等
の

漠
大
な
県
工
事
も
度
゛
の
阯
恫
に

依
り
重
姜
ヶ
所
６
殆
ん
ど
着
エ
の

運
び
と
な
り
、
又
杉
山
林
道
大
里

林
道
の
復
旧
４
三
二
七
万
余
円
を

以
て
既
に
工
事
中
で
あ
り
、
宗
頭

校
の
復
旧
も
着
工
進
捗
中
で
あ
り

ま
す
。

伺
三
十
年
度
の
災
害
復
旧
に
つ

い
て
は
差
当
や
、
久
原
、
麓
、
兎

渡
谷
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
、
畠
中

橋
及
町
道
復
旧
等
で
六
五
回
万
余

圓
。
農
地
十
七
町
二
反
の
復
旧
、

耕
地
の
橋
梁
七
、
い
ぜ
Ｉ
〇
、
堤

と
５
一
七
、
農
道
二
で
一
九
〇
〇

余
万
關
、
其
他
を
合
し
計
二
五
八

二
万
八
五
〇
〇
円
ら
特
別
会
計
予

算
を
立
て
、
之

が
復
旧
を
計
画
し

て
い
ま
す
が
之
は
更
に
県
及
国
に

刔
し
充
分
陳
情
を
敖
し
ま
し
て
追

加
促
鎭
を
図
る
考
で
あ
り
ま
す
。

二

、

建

設

計

画

の

実

施

‐‐
　
町
内
産
業
振
興
の
基
盤
と
な
り

町
民
文
化
生
活
の
基
を
な
し
、
以

て
町
民
福
祉
の
坿
擂
を
期
す
る
為 に

は
、
如
何
に
し
て
も
三
隅
の
現

在
を
發
展
的
な
橸
と
し
て
糯
成
し

゛
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

此
の
意
味
か
ら
咄
喊
の
血
管
を

・な
し
胝
檗
文
化
発
展
の
基
盤
を
な

一す
も
の
は
道
路
で
あ
り
ま
す
の
で

一
私
は
道
路
の
改
修
新
設
に
特
に
カ

ーを
入
れ
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。

国
道
は
過
去
四
ヶ
年
間
継
続
工

事
と
し
て
施
工
中
で
あ
り
ま
す
が

三
十
年
度
は
更
に
兎
渡
谷
、
中
小

野
よ
り
崩
え
と
そ
の
延
長
を
請
願

し
、
県
内
山
陰
国
道
中
改
修
二
ヶ

所
の
一
に
加
え
ら
れ
て
実
施
の
こ

と
ゝ
な
っ
て
い
ま
す
。
町
道
は
本

年
度
東
方
、
小
鳥
線
、
浅
田
線
を

完
成
し
ま
す
が
、
將
來
是
非
と

新
設
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま（

一

も
の
は
三
隅
駅
よ
り
広
田
、
中
村

湯
免
、
麓
、
畠
中
、
兎
渡
谷
、
樅

木
に
通
ず
る
町
道
兼
農
道
と
、
三

の
瀬
線
．
中
村
大
竹
線
等
で
あ
り

ま
す
。
林
道
は
奥
大
里
線
に
本
年

度
国
費
補
助
施
工
の
見
通
し
を
偈
一

ま
し
た
。

才一
に
河
川
海
岸
の
護
岸
改
修
に

依
り
災
害
防
止
を
図
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
土
手
、
市
一
帯
の
改

修
三
五
〇
〇
万
円
、
災
害
助
成
に

・
依
る
杉
山
、
鷹
取
間
改
修
七
〇
〇

○
万
円
が
現
在

周
東

先
生
の
大
変

な
お
骨
折
を
煩

は
Ｌ
陳

情
中
な

が

一ら
実
現
困
難

な
事
情
ｒ

あ
り
苦
心

。し
て

い
る
次
第

で
あ
り

ま
す
。

砂
防
流
路
工
事
と
し
て
実
施
中

の
二
条
窪
川
は
本
年
度
も
継
続
実

施
の
指
令

が
あ
る
見
込
で

あ
り
ま

す

が
、

土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
為

の

砂
防
堰
堤
屯
浅
田

、
平
野
、
兎
渡

谷
。
日
尾
、
八
徳
（
中
村
奥
）
鳥

越
杉
山
、
追
分
、
辻
並
等
申
請
し

実
地
調
査
も
受
け
て
い
ま
す
の
で

何
と
か
実
現

を
期
し
た

い
と
存
じ

ま
す
。

港
湾
で
は
野
波
瀬
防
波
堤
の
か

さ
上
を
三
六
〇
万
關
で
防
災
工
事

の
枠
の
中
に
は
入
れ
て
頂
い
て
い

ま
す
が
、
防
災
工
事
は
国
家
予
算

の
枠
が
小
さ
い
の
で
之
が
豫
算
籐

得
は
相
挌
困
難
で
あ
り
ま
す
、
小

島
湾
の
浚
渫
一
二
入
万
円
は
既
に

災
害
査
定
を
魴
つ
て
い
ま
す
。

其
他
電
報
電
話
局
の
設
置
に
依

る
町
内
電
話
網
の
売
実
、
特
別
事

悁
に
あ
る
野
波
瀬
火
葬
場
の
設
置

豊
原
下
保
育
所
の
酘
置
等
が
本
年

度
建
設
計
画
の
主
た
る
も
の
で
あ

一り
ま
す
。

湯
免
温
泉
も
昨
年
度
県
の
御
協

力
に
依
り
三
ヶ
所
の
貮
く
つ
と
、

ラ
ｔ
Ｉ
ム
、
峪
縣
、
ラ
ド
ン
略
の

測
定
に
依
る
本
が
Ｉ
タ
ｙ
ダ
地
点

の
測
定
等
を
鮗
り
開
発
の
第
一
歩

に
踏
み
込
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
が

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
議
会
と

充
分
検
討
を
重
ね
る
考
で
あ
り
ま

す
。

三
、
産
業
の
振
興

農
林
、
商
工
、
水
匝
各
面
の
郢

業
の
振
興
を
図
る
・へ
く
産
粲
グ
ル

ー
プ
の
贄
成
強
化
を
期
し
、
諸
種

の
勧
業
施
策
を
樹
立
廴
て
い
ま
す

か
、
紙
面
Ｃ
関
係
-ｕ
省
略
し
ま
す

四
、
教
育
の
振
興

村
造
り
国
家
再
艙
の
根
基
が
人

に
あ
り
詼
育
の
重
嬰
な
こ
と
は
扈

匯
逑
べ
ま
し
た
事
で
省
略
し
ま
す

が
学
校
教
育
社
会
教
育
の
綜
合
的

進
展
を
企
図
し
て
い
ま
す
。

五
、
祉
会
福
祉
社
会
保
障

生
活
保
護
、
医
療
保
護
の
適
正

遺
族
援
護
、
児
童
福
祉
、
結
核
其

他
伝
染
病
の
予
防
を
始
め
保
健
衛

生
の
徹
底
、
住
宅
事
情
の
緩
和
、

戦
犯
未
帰
還
者
の
解
決
等
各
醴
、

社
会
面
の
諸
施
策
に
は
今
後
一
段

の
努
力
を
萋
す
る
と
存
じ
ま
す
。

六
、
健
全
財
政
の
確
保

胝
て
の
施
策
の
実
現
」Ｉ
其
の
基

は
確
固
た
る
財
政
に
あ
り
ま
す
。

茲
に
於
て
私
は
特
に
町
税
賦
課

の
迴
正
と
納
税
精
神
の
高
揚
と
に

力
を
入
れ
る
と
共
に
、
他
面
本
町

の
重
要
財
源
で
あ
る
町
有
林
施
業

の
完
壁
を
期
し
、
特
に
伐
採
跡
地

未
利
用
地
の
植
林
と
造
林
地
の
撫

育
に
遺
憾
な
き
を
期
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
一
般
醒
常
費
は
可
能
な

る
限
り
緊
縮
の
方
針
を
取
り
此
の

財
政
を
以
て
眞
に
緊
急
を
萋
す
る

災
暼
の
復
旧
と
建
設
計
画
の
哭
現

に
充
て
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
眞
に
概
略
を
逑
べ
た
に
過

ぎ
ま
せ
ん
が
、
就
任
の
御
挨
拶
を

兼
ね
ま
し
て
施
政
方
針
を
概
逑
致

し
ま
し
た
。
終
り
に
重
ね
て
皆
様

。
ら
の
御
支
援
に
依
り
此
の

ｍ
い
い

謡
成
さ
れ
ま
す
こ
と
衷
を

心
よ
り
念
願
致
し
ま
す
。

三隅中学校講堂兼屋内体育館

各種選挙を
かえりみて

昭
和
三
十
年
二

月
二
十
七
日
執

行
の
衆
議
院
議

員
総
渭
挙
並
に

最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査

投
票
か
ら
引
続

き
衆
議
院
議
員

一
般
選
挙
県
教

育
委
員
会
委
員

補
欠
選
挙
．
三

隅
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
と
三

次
に
亘
り
執
行

せ
ら
れ
有
権
者

の
各
位
に
於
れ
て
は
法
律
に
定
め

ら
れ
た
権
利
を
有
意
義
に
行
使
せ

ら
れ
目
出
度
く
迥
舉
も
こ
こ
に
終

了
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

本
町
の
投
票
率
を
み
る
に

一
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
於
て

は
九
三
、
三
七
％

二
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
投
票
に
於
て
け
九
一
己
四
％

三
、
衆
議
院
議
員
一
般
選
挙
に
於

て
は
九
二
、
Λ
一
二
％

四
、
県
教
育
委
員
会
委
員
補
欠
選

挙
に
於
て
は
九
二
、
入
一
二
％

五
、
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
於

て
は
九
四
、
二
入
六
％

以
上
の
数
字
を
示
し
居
り
県
下
に

於
て
も
最
優
位
を
占
め
て
居
る
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
と
り
も
な

を
さ
ず
、
有
権
者
各
位
が
覚
め
ら

れ
て
正
し
い
迥
挙
を
行
な
わ
れ
た

結
果
に
し
て
町
選
管
と
致
し
ま
し

て
も
当
然
の
責
務
を
果
し
た
こ
と

を
よ
ろ
こ
ん
で
居
り
ま
す
。
そ
れ

で
、
今
後
は
こ
の
上
共
に
正
し
い

明
朗
な
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
た

め
に
平
素
に
お
い
て
公
明
選
挙
の

推
蠕
を
行
い
正
し
い
投
票
、
明
る

い
滬
挙
を
行
５
槎
務
め
る
考
に
し

て
三
次
已
且
り
行
な
わ
れ
た
迴
挙

に
つ
き
不
明
朗
な
欠
陥
等
は
こ
れ

を
是
正
し
て
よ
り
よ
い
公
明
迴
挙

を
５
ち
た
て
た
い
と
念
願
し
て
居

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

才
の
三
隅
町
長
並
に
三
隅
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
に
於
て
当
温
者
を

一
次
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

三
隅
町
長
当
選
者

豊
原
稲
田
正
治
（
五
一
才
）

三
隅
町
議
会

議
員
当
選
者

部
落
名
　
氏
　
　
名
　
年
令

小
　
島
　
小
西
誠
治
　
三
三
才

市
　
　
原
田
与
作
　
五
二

豊
　
原
　
白
藤
孝
亮
　
Ξ
七

滝
　
坂
古
谷
吉
郎
　
五
〇

浅
　
田
　
杉
原
謙
一
　
五
四

滝
　
坂
　
藤
井
孝
一
　
五
五

滝
　
坂
　
山
本
英
次
　
四
九

浅
　
田
　
石
村
右
一
　
五
〇

下
中
小
野
　
田
村
皐
月
　
四
三

豊
　
原
　
田
中
良
作
　
五
癶

野
波
瀬
　
宮
崎
憲
治
　
三
九

豊
　
原
　
原
田
惣
吉
　
五
二

沢
　
江
　
藤
村
米
作
　
五
｝

津
　
雲
　
大
谷
秀
輔
　
睥
三

野
波
瀬
　
石
津
市
松
　
五
七

野
波
瀬
　
佐
伯
盆
藏
　
五
七

野
波
瀬
　
中
野
一
江
　
三
癶

正
楽
寺
　
刀
禰
　
栄
　
五
五

土
　
手
　
田
中
早
苗
　
六
〇

東
　
方
　
西
村
七
郎
　
六
一

小
　
島
　
沖
杓
信
一
　
五
二

東
　
方
　
杉
山
重
治
　
六
○

今
年
の

水
稲
肥
料
の
施
し
方

農業手帳

中
等
田
六
月
中

旬
饐
七
、
癶
俵
取

施
肥
例

一
、
肥
料
名
　
元
肥

堆
肥
二
〇
〇
貫
Ｉ

五
〇
〇
貫

石
灰
窒
素
　
四
貫

１
五
貫

鹽
　
安
　
　
一
貫
１
一
貫
五

溶
成
燐
肥
　
三
貫
一
四
貫

鹽
化
加
里
　
二
貫

二
、
堆
肥
二
〇
〇
貫
一
五
〇
〇
貫

鹽
安
　
五
貫
（
全
縢
施
肥
）

魚
　
肥
　
三
貫

ト
ー
マ
ス
燐
肥
三
貫
一
四
貫

鹽
化
加
里
　
二
貫

三
、
堆
肥
二
〇
〇
貫
一
五
〇
〇
貫

鷄
　
糞
　
二
〇
貫（
一
〇
日
前
）

鹽
　
安
　
　
二
貫

過
燐
酸
石
灰
二
貫

鹽
化
加
里
　
二
貫

四
、
堆
肥
二
〇
〇
貫
‐
五
〇
〇
羣

水
禰
配
合
七
号
又
は
入
号
屯
し

く
は
Ｈ
の
本
化
成
組
合
化
成
の

場
合
　
一
〇
貫

五
、
堆
肥
二
〇
〇
貫
一

五
〇
〇
貫

と
も
え
化
成
又
は
水
稲
配
合
五

刄
の
場
合
　

匸
一
貫

施
用
上
の
注
意
　
　
　
　
　
　
　

‐‐

二

堆
厩
肥
は
な
る
べ
く
沢
山
施

す
こ
と

二
．
鶏
糞
、
魚
肥
、
汕
粘
等
限
價

に
人
手
出
来
れ
ば
利
用
の
こ
と

三
、
秋
落
地
に
は
硫
安
や
遏
燐
酸

石
灰
の
様
な
硫
酸
を
含
ん
だ
肥

料
は
施
さ
な
い
で
窒
素
質
と
し

て
は
石
灰
室
素
、
尿
素
、
鹽
安

等
の
無
琉
酸
根
肥
料
を
燐
酸
質

と
し
て
は
溶
成
燐
肥
ｔ’Ｌ
Ｉ
マ
ス

燐
肥
を
施
用
の
こ
と

四
、
分
け
つ
時
の
追
肥
の
施
し
方

と
し
て
は
Ｉ
、
二
、
Ξ
例
で
は

七
月
一
〇
日
頃
に
鹽
９
を
二
貫

位
施
せ
ば
よ
い
四
、
五
例
又
は

基
肥
に
窒
素
質
と
し
て
鹽
臾
二

貫
五
程
度
施
せ
る
も
の
４
七
月

初
め
鹽
安
二
貫
と
七
月
一
Ξ
Ｒ

頃
鹽
安
二
貫
位
施
用
の
こ
と

五
、
硫
安
、
鹽
安
等
は
五
、
大
貫

を
麦
わ
ら
倒
し
に
施
す
、
全
齏

施
肥
が
効
果
が
一
番
大
で
あ
刄

こ
の
暘
合
は
五
日
以
内
に
灌
水

す
る
こ
A
Jが
肝
要
で
あ
る

六
、
耕
土
の
浅
い
田
又
漏
水
田
は

全
暦
施
肥
と
せ
す
硫
安
、
鹽
安

等
の
窒
素
質
肥
料
を
二
貫
匁
づ

つ
度
々
分
施
す
る
こ
と

七
、
燐
酸
質
と
し
て
は
溶
成
燐
肥

ｔｒ
ｌ
マ
ス
燐
肥
、
鑷
り
ん
酸
石

灰
等
を
反
当
り
Ξ
一
四
貫
を
必

ず
元
肥
と
し
て
施
す
こ
と

入
、
加
里
質
と
し
て
は
元
肥
に
鹽

化
加
里
を
二
貫
、
穗
肥
唄
に
Ｉ

貫
施
せ
ば
よ
い

九
、
腦
肥
と
し
て
堆
肥
一
〇
〇
首

を
七
月
下

旬
か
八
月
上
旬
に
施

ぱ
失
敗
は
な
い
、
硫
安
か
鹽
安

の
際
は
一
貫
五
〇
リ
匁
に
鹽
化

加
里
一
貫
を
加
え
て
幼
腿
形
成

期
に
施
す
こ
冫
、
魚
肥
で
は
五

貫
を
、
石
灰
で
は
三
〇
貫
を
幼

穗
形
成
期
五
日
前
施
す
こ
と

一
〇
配
合
肥
料
、
化
成
肥
料
は
元

肥
に
施
用
し
追
肥
は
鹽
安
、
硫

安
等
の
瞋
肥
を
施
用
の
こ
と
、

施
用
量
は
山
口
縣
水
稲
配
合
五

号
及
び
、
と
も
え
化
成
等
の
窒

素
五
％
？
Ｉ
の
は
一
二
貫
を
齦

合
、
七
号
、
癶
号
等
の
窒
素
淞

Ｉ
入
％
の
も
の
は
匸
、日）貫
を
元

肥
と
し
て
施
用
の
こ
と

一
一
尿
素
を
施
用
の
際
は
搖
水
一一

―
四
日
前
に
施
し
土
と
よ
く
羝

じ
て
置
か
な
い
冫
肥
料
が
水
冫

共
に
集
る
心
配
が
あ
る

匸
一
、
鶏
糞
施
用
の
際
は
田
饐
の

一
〇
前
位
に
施
す
が
よ
い

（
以
下
四
面
に
続
く
）


	page1

